『國民新報』1939年9月17日
[主張]　職場と功名心[footnoteRef:1]　―青年學生への警告― [1:  新聞では「職場と巧妙心」と誤植されていたが、単行本『同胞に寄す』で修正されている。本文ではすべて「功名心」になっている。] 


　功 (こう)名 (みやう)の正 (せい)道 (どう)は職 (しよく)塲 (ば)を忠 (ちう)實 (じつ)に護 (まも)ることだ。己 (おのれ)の道 (みち)に精 (せう)進 (じん)することだ。抑 (そもそ)も功 (こう)名 (みやう)とはその道 (みち)に秀 (ひい)でること即 (すなは)ちその道 (みち)の名 (めい)人 (じん)になることである。政治 (せいじ)に於 (お)ける名 (めい)人 (じん)、教 (けう)育 (いく)に於 (お)ける名人 (めいじん)、學 (がく)問 (もん)に於 (お)ける名 (めい)人 (じん)、軍 (ぐん)事 (じ)に於 (お)ける名 (めい)人 (じん)、乃 (ない)至 (し)は農 (のう)、商 (しょう)、工 (こう)、藝 (げい)術 (じゆつ)、文 (ぶん)學 (がく)あらゆる職 (しよく)業 (げふ)に於 (お)ける名 (めい)人 (じん)になることが、即 (すなは)ち功 (こう)名 (みやう)手柄 (てがら)を立 (た)てることなのである。抜 (ぬ)け驅 (か)けの功 (こう)名 (みやう)と云 (い)ふものはあるものでもなければ、よしんばあつても長 (なが)續 (つづ)きするものではない。凡 (すべ)て功 (こう)名 (みやう)と云 (い)ふものは誠心 (せいしん)誠意 (せいい)、一ツの道 (みち)に沿 (そ)うて心血 (しんけつ)を注 (そそ)ぎ、不 (ふ)撓 (とう)不 (ふ)屈 (くつ)勇 (ゆう)往 (おう)邁 (まい)進 (しん)することによつてのみ達 (たつ)せられるものであつて、功 (こう)名 (みやう)に決して捷径 (ちかみち)などあるものではない。
　よりよき職 (しよく)塲 (ば)を渡 (わた)り歩 (ある)くものに碌 (ろく)な者 (もの)はないものだ。一ツの道 (みち)に尻 (しり)の落 (おち)着 (つ)かぬものに多 (おほ)くを望 (のぞ)むことは出來 (でき)ない。與 (あた)へられたる職 (しよく)塲 (ば)に忠 (ちう)實 (じつ)な人 (じん)物 (ぶつ)こそ頼 (たの)もしい者 (もの)であつて、彼 (かれ)は將 (しやう)來 (らい)必 (かなら)ず大 (たい)成 (せい)することであらう。誠 (まこと)と力 (ちから)のある者 (もの)は如何 (いか)なる職 (しよく)塲 (ば)を與 (あた)へられても樂 (たの)しくやつてのけて、決 (けつ)して不 (ふ)平 (へい)を云 (い)はない。現 (げん)在 (ざい)の境 (きやう)遇 (ぐう)に不 (ふ)平 (へい)を云 (い)ふやうなものは大抵 (たいてい)はその仕 (し)事 (ごと)にさへ適 (てき)しないやくざ者 (もの)だ。況 (ま)してそれ以 (い)上 (じやう)の仕 (し)事 (ごと)においておやである。傍 (はた)から見 (み)て誠 (まこと)につまらなく、苦 (く)勞 (ろう)になりさうな職 (しよく)塲 (ば)をば、感 (かん)謝 (しや)と満 (まん)足 (ぞく)とを以 (もつ)て往 (い)く人 (じん)物 (ぶつ)こそ床 (ゆか)しく望 (のぞ)ましい國 (こく)民 (みん)の一員 (ゐん)である。
　青年 (せいねん)と功 (こう)名 (みやう)心 (しん)とは付 (つき)物 (もの)である。生 (せい)活 (くわつ)力 (りよく)の旺 (おう)盛 (せい)なる青 (せい)年 (ねん)であればある程 (ほど)功 (こう)名 (みやう)心 (しん)も旺盛 (おうせい)である。であるから青年 (せいねん)の功 (こう)名 (みやう)心 (しん)を咎 (とが)めるのは禁 (きん)物 (もつ)である。否 (いな)寧 (むしろ)功 (こう)名 (みやう)心 (しん)は大 (おほ)いに唆 (そそ)るべきだ。何故 (なぜ)かと云 (い)ふに名 (めい)譽 (よ)慾 (よく)は人 (にん)間 (げん)の諸 (もろ)々の慾 (よく)望 (ぼう)の中 (うち)で、最 (もつと)も高 (かう)級 (きう)なもので、劣 (れつ)等 (とう)の慾 (よく)情 (ぜう)を抑 (おさ)へるのに、頗 (すこぶ)る役 (やく)に立 (た)つ力 (ちから)でもあるからである。只 (ただ)戒 (いまし)むべきは誤 (あやま)つた功 (こう)名 (みやう)心 (しん)のみである。
　功 (こう)名 (みやう)心 (しん)は二ツの間 (ま)違 (ちが)つた考 (かんが)へ方 (かた)によつて、先 (ま)づ己 (おのれ)を害 (がい)し延 (ひ)いては社 (しや)會 (くわい)を毒 (どく)する。一ツはいきなり大 (おほ)いなるもの、高 (たか)きものをのみ憧憬 (あこがれ)て小 (ちひ)さきもの、低 (ひく)きものを卑 (いやし)むことであり、今 (いま)一ツは歩 (ほ)一歩 (ぽ)、粒 (りう)々辛 (しん)苦 (く)、勤 (きん)々孜 (し)々として己 (おの)が力 (ちから)にて己 (おの)が地 (ち)位 (い)を築 (きづ)き上 (あ)げようとはせずして、事 (こと)の僥 (げう)倖 (こう)を希 (ねが)ふことである。不 (ふ)正 (せい)をば働 (はたら)くとか、權 (けん)勢 (せい)に阿 (おもね)るとか、日 (ひ)和 (より)見 (み)主 (しゆ)義 (ぎ)とか、依 (い)頼 (らい)心 (しん)、附 (ふ)和 (わ)雷 (らい)同 (どう)などのあらゆる悪徳 (あくとく)はこゝから生 (せう)ずるのである。
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